
年間授業計画

高等学校 令和8年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位 2

対象学年組：第 1 学年 A 組～ D 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

D 単元：日本の政治機構と国際政治の
役割
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】
〇

D 単元：人権の尊重と憲法
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】
〇

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】
○ ○

定期考査 ○ ○

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】
○

10

D 単元：私達と経済活動とその役割
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

〇 9

D 単元：民主政治の成立と課題
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】
〇 〇 10

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】
〇 〇

9

合計

78

1

D 単元：民主主義の原理
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】
○ ○ ○

○

10

定期考査 ○

○ ○ 9

9

配当
時数

１
学
期

A 単元：公共的空間を作る私達【知識
及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】
○ ○ ○ 7

B 単元：公共的空間の人間
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

C 単元：公共的空間の基本原理
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

○

公民としての倫理的主体として活動するための心理・哲学などを学ぶ。

（D組：池田）

現代の諸課題に主体的に関わり解決しよう。

【学びに向かう力、人間性等】

公民科 公共

（A組：池田） （M組：池田） （I組：池田） （G組：池田）

公民科 公共 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

基本的知識を身に着けると共に理解している 課題について考察し、適切に表現している。

改訂版高等学校　公共　（清水書院）

公民科

思考実験などを通して、考える力を深化するとともに、様々な見方を学ぶ。

主体的な授業への学びを促すため、ファイルの提出や対話を取り入れていく。

公共

【 知　識　及　び　技　能 】

定期考査 ○ ○ 1

３
学
期

定期考査 ○ ○ 1

定期考査
○ ○ 1

２
学
期

〇



年間授業計画

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ D 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【知識及び技能】
国際連合と
戦後世界の特質を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
国際連合と
戦後世界の特質理解を踏まえ、思考・判断・
表現できている。
【学びに向かう力、人間性等】
国際連合と
戦後世界の特質を理解するために主体的に取
り組んでいる。

定期考査 ○

２
学
期

D 単元　帝国主義の時代
【知識及び技能】
帝国主義の特質を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
帝国主義の特質理解を踏まえ、思考・
判断・表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
帝国主義の特質を理解するために主体
的に取り組ませる。

帝国主義政策の背景，帝国主義政
策がアジア・アフリカに与えた影
響などに着目して，主題を設定
し，アジア諸国とその他の国や地
域の動向を比較したり，相互に関
連付けたりするなどして，帝国主
義政策の特徴，列強間の関係の変
容などを多面的・多角的に考察
し，表現する。

【知識及び技能】
帝国主義の特質を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
帝国主義の特質理解を踏まえ、思考・判断・
表現できている。
【学びに向かう力、人間性等】
帝国主義の特質を理解するために主体的に取
り組んでいる。

○ ○ ○ 8

F 単元　経済危機と
第二次世界大戦
【知識及び技能】
経済危機と
第二次世界大戦の特質を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
経済危機と
第二次世界大戦の特質理解を踏まえ、
思考・判断・表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
経済危機と
第二次世界大戦の特質を理解するため
に主体的に取り組ませる。

○ ○

第二次世界大戦の推移と第二次世
界大戦が大戦後の世界に与えた影
響，第二次世界大戦後の国際秩序
の形成が社会に及ぼした影響など
に着目して，主題を設定し，日本
とその他の国や地域の動向を比較
したり，相互に関連付けたりする
などして，第二次世界大戦の性格
と惨禍，第二次世界大戦下の社会
状況や人々の生活，日本に対する
占領政策と国際情勢との関係など
を多面的・多角的に考察し，表現
する。

【知識及び技能】
経済危機と
第二次世界大戦の特質を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
経済危機と
第二次世界大戦の特質理解を踏まえ、思考・
判断・表現できている。
【学びに向かう力、人間性等】
経済危機と
第二次世界大戦の特質を理解するために主体
的に取り組んでいる。

○

私たちの生活や身近な地域などに見られる諸事象
を基に，それらが現代の日本や日本周辺の地域及
び世界の歴史とつながっていることを理解してい
る。また学習した内容をまとめる技能を身につけ
る。

近代化，国際秩序の変化や大衆化，グローバ
ル化などの歴史の変化と，日本や日本周辺の
地域及び世界の歴史との関連性について考察
し，表現している。また学習テーマの諸資料
を考察し、自らの意見を発表・表現できる力
を向上する。

第一次世界大戦の推移と第一次世
界大戦が大戦後の世界に与えた影
響，日本の参戦の背景と影響など
に着目して，主題を設定し，日本
とその他の国や地域の動向を比較
したり，関連付けたりするなどし
て，第一次世界大戦の性格と惨
禍，日本とアジア及び太平洋地域
の関係や国際協調体制の特徴など
を多面的・多角的に考察，表現す
る。

【知識及び技能】
第一次世界大戦と
大衆社会の特質を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
第一次世界大戦と
大衆社会の特質理解を踏まえ、思考・判断・
表現できている。
【学びに向かう力、人間性等】
第一次世界大戦と
大衆社会の特質を理解するために主体的に取
り組んでいる。

○

○ 1

9

G 単元　国際連合と
戦後世界
【知識及び技能】
国際連合と
戦後世界の特質を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
国際連合と
戦後世界の特質理解を踏まえ、思考・
判断・表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
国際連合と
戦後世界の特質を理解するために主体
的に取り組ませる。

第二次世界大戦後，人々はどのよ
うな世界をつくりあげようとして
いたのか、多面的・多角的に考察
する。
大戦後の国際連合の設立とブレト
ン=ウッズ体制を考える。
大戦後のヨーロッパ諸国の状況を
考える。

地理歴史 歴史総合 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

○

（　A組：奥村） （　M組：池田） （　I組：奥村） （　G組：池田）

知 思 態

１
学
期

A 単元　近代化への胎動
【知識及び技能】
近代化の概念を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
近代化の概念理解を踏まえ、思考・判
断・表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
近代化の概念を理解するために主体的
に取り組ませる。

交通と貿易，産業と人口，権利意
識と政治参加や国民の義務，学校
教育，労働と家族，移民などに関
する資料を活用する。

【知識及び技能】
近代化の概念を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
近代化の概念理解を踏まえ、思考・判断・表
現できている。
【学びに向かう力、人間性等】
近代化の概念を理解するために主体的に取り
組んでいる。

○ ○

『詳述歴史総合 新訂版』実教出版

地理歴史

1

○ ○ ○ 8

1

C 単元　アジアの変容と
日本の近代化
【知識及び技能】
日本の近代化の特質を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
日本の近代化の特質理解を踏まえ、思
考・判断・表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
日本の近代化の特質を理解するために
主体的に取り組ませる。

○

○

9

定期考査 ○

B 単元　欧米の市民革命と
国民国家の形成
【知識及び技能】
市民革命と国民国家の概念を理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
市民革命と国民国家の概念理解を踏ま
え、思考・判断・表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
市民革命と国民国家の概念を理解する
ために主体的に取り組ませる。

○ 9

E 単元　第一次世界大戦と
大衆社会
【知識及び技能】
第一次世界大戦と
大衆社会の特質を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
第一次世界大戦と
大衆社会の特質理解を踏まえ、思考・
判断・表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
第一次世界大戦と
大衆社会の特質を理解するために主体
的に取り組ませる。

定期考査 ○ ○

○ ○ 8

定期考査 ○ ○

1

○ ○

地理歴史 歴史総合

産業革命や国民国家の形成の背景
や影響などに着目して，主題を設
定し，欧米諸国の動向を比較した
り，相互に関連付けたりするなど
して，政治変革の特徴，国民国家
の特徴や社会の変容などを多面
的・多角的に考察し，表する。

私たちの生活や身近な地域などに見られる諸事象を基に，それらが日本や世界の地理・歴史とつながっていることを理解している。

（　D組：池田）

「歴史総合」を学ぶ意義や目的，歴史的な考
察の方法やその特質について，主体的かつ意
欲的に理解を深めようとしている。また学習
で生じた諸課題を自ら解決しようする姿勢を
身につける。

【学びに向かう力、人間性等】

産業革命の影響，中国の開港と日
本の開国の背景とその影響などに
着目して，主題を設定し，アジア
諸国とその他の国や地域の動向を
比較したり，相互に関連付けたり
するなどして，アジア諸国と欧米
諸国との関係の変容などを多面
的・多角的に考察し，表現する。

【知識及び技能】
日本の近代化の特質を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
日本の近代化の特質理解を踏まえ、思考・判
断・表現できている。
【学びに向かう力、人間性等】
日本の近代化の特質を理解するために主体的
に取り組んでいる。

○ ○

【知識及び技能】
市民革命と国民国家の概念を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
市民革命と国民国家の概念理解を踏まえ、思
考・判断・表現できている。
【学びに向かう力、人間性等】
市民革命と国民国家の概念を理解するために
主体的に取り組んでいる。

7

配当
時数

近代化，国際秩序の変化や大衆化，グローバル化などの地理・歴史の変化と，日本や日本周辺の地域及び世界の地理・歴史との関連性について考察し，表現している。

地理・歴史を学ぶ意義や目的，地理・歴史的な考察の方法やその特質について，主体的に理解を深めようとしている。

歴史総合

【 知　識　及　び　技　能 】



定期考査 ○ ○ 1

３
学
期

○ 8

7

合計

78

I 単元　冷戦と脱植民地化
【知識及び技能】
冷戦と脱植民地化の特質を理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
冷戦と脱植民地化の特質理解を踏ま
え、思考・判断・表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
冷戦と脱植民地化の特質を理解するた
めに主体的に取り組ませる。

地域紛争の背景や影響，冷戦が各
国の政治に及ぼした影響などに着
目して，主題を設定し，日本とそ
の他の国や地域の動向を比較した
り，相互に関連付けたりするなど
して，日本の高度経済成長の背景
と影響，地域紛争と冷戦の関係，
第三世界の国々の経済政策の特
徴，欧米やソヴィエト連邦の政策
転換の要因などを多面的・多角的
に考察，表現する。

【知識及び技能】
冷戦と脱植民地化の特質を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
冷戦と脱植民地化の特質理解を踏まえ、思
考・判断・表現できている。
【学びに向かう力、人間性等】
冷戦と脱植民地化の特質を理解するために主
体的に取り組んでいる。

○ ○

J 単元　多極化する世界
K 単元　グローバル化と現代世界
【知識及び技能】
多極化する世界の特質を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
多極化する世界の特質理解を踏まえ、
思考・判断・表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
多極化する世界の特質を理解するため
に主体的に取り組ませる。

アジアの諸地域の経済発展の背
景，経済の自由化や技術革新の影
響，資源・エネルギーと地球環境
問題が世界経済に及ぼした影響な
どに着目して，主題を設定し，日
本とその他の国や地域の動向を比
較したり，相互に関連付けたりす
るなどして，市場経済のグローバ
ル化の特徴と日本の役割などを多
面的・多角的に考察し，表現す
る。

【知識及び技能】
多極化する世界の特質を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
多極化する世界の特質理解を踏まえ、思考・
判断・表現できている。
【学びに向かう力、人間性等】
多極化する世界の特質を理解するために主体
的に取り組んでいる。

○ ○ ○



年間授業計画

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ D 組

教科担当者：

使用教科書： ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

評価規準

単元テスト ○

Ｅ 単元　地球世界の課題
【知識及び技能】
多極化する現代世界の特質を理解さ
せる。
【思考力、判断力、表現力等】
多極化する現代世界の特質理解を踏
まえ、思考・判断・表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
多極化する現代世界の特質を理解す
るために主体的に取り組ませる。

・諸資料を活用し情報を読み取った
りまとめたりする技能を身につける
とともに、地球的規模の課題を読み
解く観点について考察し表現する学
習活動を通して見いだした問いを表
現させる。
・冷戦、世界経済の展開、科学技
術、知識基盤社会の構築、地域紛
争、地球環境問題などに関する資料
を活用し理解させる。

【知識及び技能】
多極化する現代世界の特質を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
多極化する現代世界の特質理解を踏まえ、思考・
判断・表現できている。
【学びに向かう力、人間性等】
多極化する現代世界の特質を理解するために主体
的に取り組んでいる。

○

○ 1

２
学
期

Ｃ 単元　諸地域の交流と再編
【知識及び技能】
東西の中世史の特質を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
東西の中世史の特質理解を踏まえ、
思考・判断・表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
東西の中世史の特質を理解するため
に主体的に取り組ませる。

・諸資料を活用し情報を読み取った
りまとめたりする技能を身につける
とともに、諸地域の交流・再編を読
み解く観点について考察し表現する
学習活動を通して見いだした問いを
表現させる。
・交易の拡大、都市の発達、国家体
制の変化、宗教や科学・技術及び文
化・思想の伝播などに関する資料を
活用し理解させる。

【知識及び技能】
東西の中世史の特質を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
東西の中世史の特質理解を踏まえ、思考・判断・
表現できている。
【学びに向かう力、人間性等】
東西の中世史の特質を理解するために主体的に取
り組んでいる。

○ ○ ○

私たちの生活や身近な地域などに見られる諸事
象を基に、それらが日本や日本周辺の地域及び
世界の歴史とつながっていることを理解してい
る。

近代化、国際秩序の変化や大衆化、グローバル化
などの歴史の変化と、日本や日本周辺の地域及び
世界の歴史との関連性について考察し、表現して
いる。

『世界史探究』実教出版

地理歴史

近代化、国際秩序の変化や大衆化、グローバル化などの地理・歴史の変化と、日本や日本周辺の地域及び世界の地理・歴史との関連性について考察し、表現している。

地理・歴史を学ぶ意義や目的、地理・歴史的な考察の方法やその特質について、主体的に理解を深めようとしている。

世界史探究

地理歴史 世界史探究 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

【 知　識　及　び　技　能 】

【学びに向かう力、人間性等】

【知識及び技能】
先史と古代文明の概念を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
先史と古代文明の概念理解を踏まえ、思考・判
断・表現できている。
【学びに向かう力、人間性等】
先史と古代文明の概念を理解するために主体的に
取り組んでいる。

○ ○

知 思 態

○ 16

Ｄ 単元　諸地域の結合と変容
【知識及び技能】
東西の近代史の特質を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
東西の近代史の特質理解を踏まえ、
思考・判断・表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
東西の近代史の特質を理解するため
に主体的に取り組ませる。

○

○

16

単元テスト ○ ○ 1

○ ○

12

合計

78

○

○ 14

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

・諸資料を活用し情報を読み取った
りまとめたりする技能を身につける
とともに、諸地域の結合・変容を読
み解く観点について考察し表現する
学習活動を通して見いだした問いを
表現させる。
・人々の国際的な移動、自由貿易の
広がり、マスメディアの発達、国際
規範の変容、科学・技術の発達、文
化・思想の展開などに関する資料を
活用し理解させる。

【知識及び技能】
東西の近代史の特質を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
経済危機と
東西の近代史の特質理解を踏まえ、思考・判断・
表現できている。
【学びに向かう力、人間性等】
東西の近代史の特質を理解するために主体的に取
り組んでいる。

単元テスト ○

1

Ｂ 単元　諸地域の歴史的特質の形成
【知識及び技能】
文明をはじめとした古代史の特質を
理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
文明をはじめとした古代史の特質理
解を踏まえ、思考・判断・表現させ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
文明をはじめとした古代史の特質を
理解するために主体的に取り組ませ
る。

○

○

16

単元テスト

地理歴史 世界史探究

1

奥村

・諸資料を活用し情報を読み取った
りまとめたりする技能を身につける
とともに、諸地域の歴史的特質を読
み解く観点について考察し表現する
学習活動を通して見いだした問いを
表現させる。
・生業、身分・階級、王権、宗教、
文化・思想などに関する資料を活用
し理解させる。

【知識及び技能】
文明をはじめとした古代史の特質を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文明をはじめとした古代史の特質理解を踏まえ、
思考・判断・表現できている。
【学びに向かう力、人間性等】
文明をはじめとした古代史の特質を理解するため
に主体的に取り組んでいる。

○ ○

私たちの生活や身近な地域などに見られる諸事象を基に、それらが日本や世界の地理・歴史とつながっていることを理解している。

「世界史探究」を学ぶ意義や目的、歴史的な
考察の方法やその特質について、主体的に理
解を深めようとしている。

○

配当
時数

１
学
期

Ａ 単元　世界史へのまなざし
【知識及び技能】
先史と古代文明の概念を理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
先史と古代文明の概念理解を踏ま
え、思考・判断・表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
先史と古代文明の概念を理解するた
めに主体的に取り組ませる。

・世界史学習の導入として、地球の
誕生以降の歴史における人類の歴史
の位置と人類の特性を考察し表現す
る学習活動を通して、人類の歴史と
地球環境との関わりを理解させる。
・オリエントやインダス、中国の古
代文明について理解させる。



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ D 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

78

○

定期考査
○ ○

Ａ 単元「地図や地理情報システムでとらえる
現代世界」
【知識及び技能】地図の読図の基本的な知識
方法を身に付ける。地理情報システムを用い
て、自ら活用できる技能を身に付ける。【思
考力、判断力、表現力等】読図・地理情報シ
ステムの活用から、得た情報をどのように表
現するかを身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】情報と情報を
対比させながら、情報を取捨選択する力の育
成を図る。

【指導項目】
　・地図や地理情報システムをどのよう
に活用できるか、またそこで得た情報を
もとに推論する力を育成する、レポート
作成や話し合い、意見発表等を行う。

・教材　教科書、地図帳、資料集など
・一人１台端末の活用　等

1

Ｂ　単元「生活文化の多様性と国際理解」
（グループ１～２）
【知識及び技能】世界の人々の生活文化につ
いてそれぞれの特色が地理的環境の影響を受
けていることを知り、それぞの特徴について
基本的知識を修得する。【思考力、判断力、
表現力等】世界の人々の生活文化についてそ
れぞれの特色について、比較の視点から差異
について考えを深める。
【学びに向かう力、人間性等】情報と情報を
対比させながら、情報を取捨選択する力の育
成を図る。

Ｃ　単元「生活文化の多様性と国際理解」
（グループ３～５）
【知識及び技能】世界の人々の生活文化につ
いてそれぞれの特色が地理的環境の影響を受
けていることを知り、それぞの特徴について
基本的知識を修得する。【思考力、判断力、
表現力等】世界の人々の生活文化についてそ
れぞれの特色について、比較の視点から差異
について考えを深める。
【学びに向かう力、人間性等】情報と情報を
対比させながら、情報を取捨選択する力の育
成を図る。

1

定期考査

Ｄ　単元「地球的課題と国際協力」
【知識及び技能】地球環境問題・人口食糧問
題・エネルギー問題などの基本的知識を学
ぶ。【思考力、判断力、表現力等】知識を踏
まえ、日本と世界の状況を比較しながら問題
の所在を探求し、今後の対策を考える。
【学びに向かう力、人間性等】様々な情報を
取捨選択しながら、グループで協働して解決
策を導き出す模索をする。

定期考査
○

16

14

1

（　G組：奥村）

・地球環境問題・人口食糧問題・エネル
ギー問題ついて基本的知識を修得する。
　・地図やグラフの内容を正確に読み取
り、そこで得た情報をもとに推論する力
を育成する、レポート作成や話し合い、
意見発表等を行う。

・教材　教科書、地図帳、資料集など
・一人１台端末の活用　等

①世界各地でみられる地球環境問題，資源・エネル
ギー問題，人口・食料問題及び居住・都市問題などを
基に，地球的課題の各地で共通する傾向性や課題相互
の関連性などについて大観し理解している。世界各地
でみられる地球環境問題，資源・エネルギー問題，人
口・食料問題及び居住・都市問題などを基に，地球的
課題の解決には持続可能な社会の実現を目指した各国
の取り組みや国際協力が必要であることなどについて
理解している。②世界各地でみられる地球環境問題，
資源・エネルギー問題，人口・食料問題及び居住・都
市問題などの地球的課題について，地域の結び付きや
持続可能な社会づくりなどに着目して，主題を設定
し，現状や要因，解決の方向性などを多面的・多角的
に考察し，表現している。③地球的課題と国際協力に
ついて，よりよい社会の実現を視野にそこでみられる
課題を主体的に追究，解決しようとしている。

知 思 態

12

合計

地理に関わる諸事象に関して，世界の生活文化の多様
性や，防災，地域や地球的課題への取組などを理解す
るとともに，地図や地理情報システムなどを用いて，
調査や諸資料から地理に関する様々な情報を適切に調
べまとめる技能を身に付けさせる。

地理に関わる事象の意義や特色などを，位置や分
布，場所，人間と自然環境との相互依存関係，空間
的相互依存作用，地域などに着目して，多面的・多
角的に考察したり， 地理的な課題の解決に向けて
構想したりする力や，考察・構想したことを効果的
に説明したりする力を養わせる。

『新選地理総合』実教出版

地理歴史

近代化，国際秩序の変化や大衆化，グローバル化などの地理・歴史の変化と，日本や日本周辺の地域及び世界の地理・歴史との関連性について考察し，表現している。

地理・歴史を学ぶ意義や目的，地理・歴史的な考察の方法やその特質について，主体的に理解を深めようとしている。

地理総合

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

１
学
期

16

○

○

【指導項目】
・世界の人々の生活文化についてそれぞ
れの特色についての基本的知識を修得す
る。文化の多様性の意義について、現在
の厳しい国際情勢を踏まえて考えさせ
る。
　・地図やグラフの内容を正確に読み取
り、そこで得た情報をもとに推論する力
を育成する、レポート作成や話し合い、
意見発表等を行う。

・教材　教科書、地図帳、資料集など
・一人１台端末の活用　等

①世界の人々の特色ある生活文化を基に，人々の生活
文化が地理的環境から影響を受けたり，影響を与えた
りして多様性をもつことや，地理的環境の変化によっ
て変容することなどについて理解している。世界の
人々の特色ある生活文化を基に，自他の文化を尊重し
国際理解を図ることの重要性などについて理解してい
る。②世界の人々の生活文化について，その生活文化
がみられる場所の特徴や自然及び社会的条件との関わ
りなどに着目して，主題を設定し，多様性や変容の要
因などを多面的・多角的に考察し，表現している。③
生活文化の多様性と国際理解について，よりよい社会
の実現を視野にそこでみられる課題を主体的に追究，
解決しようとしている。

○ ○ ○

３
学
期

①日常生活の中でみられるさまざまな地図の読図など
を基に，地図や地理情報システムの役割や有用性など
について理解している。現代世界のさまざまな地理情
報について，地図や地理情報システムなどを用いて，
その情報を収集し，読み取り，まとめる基礎的・基本
的な技能を身に付けている。②地図や地理情報システ
ムについて，位置や範囲，縮尺などに着目して，目的
や用途，内容，適切な活用の仕方などを多面的・多角
的に考察し，表現している。③地図や地理情報システ
ムについて，よりよい社会の実現を視野にそこでみら
れる課題を主体的に追究，解決しようとしている。

○ ○

Ｅ　単元「持続可能な地域づくりと私たち」
【知識及び技能】日本の地形や気候について
知り、災害の特徴や対策について基本的知識
を学ぶ。【思考力、判断力、表現力等】地図
やグラフなどの史料を読み取り、日本の置か
れている状況を認識し今後の対策を考える。
【学びに向かう力、人間性等】情報と情報を
対比させながら、情報を取捨選択する力の育
成を図る。

・日本の地形や気候、地震などの災害に
ついて基本的知識を修得する。
・地図やグラフの内容を正確に読み取
り、そこで得た情報をもとに推論する力
を育成する、レポート作成や話し合い、
意見発表等を行う。

・教材　教科書、地図帳、資料集など
・一人１台端末の活用　等

①我が国をはじめ世界でみられる自然災害や生徒の生
活圏でみられる自然災害を基に，地域の自然環境の特
色と自然災害への備えや対応との関わりとともに，自
然災害の規模や頻度，地域性を踏まえた備えや対応の
重要性などについて理解している。さまざまな自然災
害に対応したハザードマップや新旧地形図をはじめと
する各種の地理情報について，その情報を収集し，読
み取り，まとめる地理的技能を身に付けている。②地
域性を踏まえた防災について，自然及び社会的条件と
の関わり，地域の共通点や差異，持続可能な地域づく
りなどに着目して，主題を設定し，自然災害への備え
や対応などを多面的・多角的に考察し，表現してい
る。③自然環境と防災について，よりよい社会の実現
を視野にそこでみられる課題を主体的に追究，解決し
ようとしている。

○ ○ ○

○ ○

２
学
期

○ ○

○

【指導項目】
・世界の人々の生活文化についてそれぞ
れの特色についての基本的知識を修得す
る。文化の多様性の意義について、現在
の厳しい国際情勢を踏まえて考えさせ
る。
　・地図やグラフの内容を正確に読み取
り、そこで得た情報をもとに推論する力
を育成する、レポート作成や話し合い、
意見発表等を行う。

・教材　教科書、地図帳、資料集など
・一人１台端末の活用　等

①世界の人々の特色ある生活文化を基に，人々の生活
文化が地理的環境から影響を受けたり，影響を与えた
りして多様性をもつことや，地理的環境の変化によっ
て変容することなどについて理解している。世界の
人々の特色ある生活文化を基に，自他の文化を尊重し
国際理解を図ることの重要性などについて理解してい
る。②世界の人々の生活文化について，その生活文化
がみられる場所の特徴や自然及び社会的条件との関わ
りなどに着目して，主題を設定し，多様性や変容の要
因などを多面的・多角的に考察し，表現している。③
生活文化の多様性と国際理解について，よりよい社会
の実現を視野にそこでみられる課題を主体的に追究，
解決しようとしている。

○ ○

（　D組：奥村）

地理歴史 地理総合

評価規準単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

地理歴史 地理総合 2

（　A組：奥村） （　M組：奥村） （　I組：奥村）

定期考査
○ ○

私たちの生活や身近な地域などに見られる諸事象を基に，それらが日本や世界の地理・歴史とつながっていることを理解している。

地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現
のために課題に対して主体的に追究，解決しようと
する態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や
世界の諸地域の多様な生活文化を尊重しようとする
ことの大切さについての自覚などを深めさせる。

【学びに向かう力、人間性等】

1

16


